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例　　言
１．�本書は、平成29年度国庫補助金を受けて実施した、東遺跡（第５地点）、荒野前遺跡（第２地点）、大畑

遺跡（第５地点）、中郷遺跡（第４地点）、道作古墳群（第２地点）、多々羅田遺跡、白井谷奥遺跡、鳴

神山遺跡（第３・４地点）、前戸遺跡（第４地点）、迎山遺跡（第２地点）の発掘調査報告書である。

２．�発掘調査は印西市教育委員会が平成29年度に実施し、整理作業と原稿執筆は印西市より委託を受けた公

益財団法人印旛郡市文化財センターが平成30年度に実施した。

３．調査組織は以下の通りである。

　　●発掘調査（平成29年度）

　　　調査主体者　大木　弘　　印西市教育委員会教育長

　　　調査事務　　飯島　伸一　印西市教育委員会生涯学習課長

　　　　　　　　　北林　泰子　印西市教育委員会生涯学習課文化班主査

　　　　　　　　　根本　岳史　印西市教育委員会生涯学習課文化班主任学芸員

　　●整理作業・原稿執筆（平成30年度）

　　　調査主体者　大木　弘　　印西市教育委員会教育長

　　　調査事務　　飯島　伸一　印西市教育委員会生涯学習課長

　　　　　　　　　坂巻　暁子　印西市教育委員会生涯学習課文化係長

　　　　　　　　　野口枝美子　印西市教育委員会生涯学習課文化係学芸員

　　　調査受託者　茅野　達也　公益財団法人印旛郡市文化財センター代表理事

　　　整理担当者　石川　愛恵　公益財団法人印旛郡市文化財センター調査研究員

４．�発掘調査は平成29年度に実施した。以下、（１）所在地　（２）調査の種別、調査面積、調査期間

　　（３）調査担当者　（４）調査に至る経緯について概要を記す。

東遺跡（第５地点）（コード番号09-120）

　（１）印西市平岡字東1152番４、1152番５　（２）確認調査、上層78㎡/752㎡、平成29年４月18日

　�（３）根本岳史　（４）社会福祉施設の建設に先立って文化財保護法第93条が提出された。それにより、埋

蔵文化財の取り扱いについて協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を実施した。

荒野前遺跡（第２地点）（コード番号09-121）

　（１）印西市鎌苅字荒野前2003番４　（２）確認調査、上層103㎡/372㎡、平成29年５月９日　（３）根本岳史

　�（４）個人住宅の建設に先立って文化財保護法第93条が提出された。それにより、埋蔵文化財の取り扱い

について協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を実施した。

大畑遺跡（第５地点）（コード番号09-122）

　（１）印西市大森字森内1970番１　（２）確認調査、上層39㎡/319㎡、平成29年７月６日　（３）根本岳史

　�（４）個人住宅の建設に先立って文化財保護法第93条が提出された。それにより、埋蔵文化財の取り扱い

について協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を実施した。

中郷遺跡（第４地点）（コード番号09-123）

　�（１）印西市松崎字中郷492、496、497、506番２の一部　（２）確認調査、上層166㎡/2112.05㎡、平成29

年８月21日～24日　（３）根本岳史　（４）認可外保育所の建設に先立って文化財保護法第93条が提出され

た。それにより、埋蔵文化財の取り扱いについて協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査



を実施した。

道作古墳群（第２地点）（コード番号09-124）

　�（１）印西市平岡字栗山谷1676番１、小林字六ヶ村2892番４の各一部　（２）確認調査、上層39㎡/264.12㎡、平

成29年11月９日　（３）根本岳史　（４）農業用倉庫の建築に先立って文化財保護法第93条が提出された。それ

により、埋蔵文化財の取り扱いについて協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を実施した。

多々羅田遺跡（コード番号09-125）

　�（１）印西市船尾字割地1467番１の一部　（２）確認調査、上層56.5㎡/350.71㎡、平成29年12月６日

　�（３）根本岳史　（４）個人住宅の建設に先立って文化財保護法第93条が提出された。それにより、埋蔵文

化財の取り扱いについて協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を実施した。

白井谷奥遺跡（コード番号09-126）

　�（１）印西市戸神字宮ノ越1070番１　（２）確認調査、上層42.5㎡/341㎡、平成29年12月13日

　�（３）根本岳史　（４）個人住宅の建設に先立って文化財保護法第93条が提出された。それにより、埋蔵文

化財の取り扱いについて協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を実施した。

鳴神山遺跡（第３地点）（コード番号09-127）

　（１）印西市戸神字天王629番２、631番14　（２）確認調査、上層43.5㎡/330㎡、平成30年１月15日

　�（３）根本岳史　（４）個人住宅の建設に先立って文化財保護法第93条が提出された。それにより、埋蔵文

化財の取り扱いについて協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を実施した。

鳴神山遺跡（第４地点）（コード番号09-128）

　（１）印西市戸神字北ノ内1045番３　（２）確認調査、上層41㎡/375㎡、平成30年１月31日　（３）根本岳史

　�（４）個人住宅の建設に先立って文化財保護法第93条が提出された。それにより、埋蔵文化財の取り扱い

について協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を実施した。

前戸遺跡（第４地点）（コード番号09-129）

　�（１）印西市松崎字前戸866番２、869番、878番、879番１、879番２　（２）確認調査、上層25㎡/180㎡、

平成30年２月８日　（３）根本岳史　（４）個人住宅の建設に先立って文化財保護法第93条が提出された。

それにより、埋蔵文化財の取り扱いについて協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を実

施した。

迎山遺跡（第２地点）（コード番号09-130）

　（１）印西市大森字迎山　（２）確認調査、上層648㎡/5065.02㎡、平成30年２月13日～28日　（３）根本岳史

　�（４）太陽光発電施設の敷設に先立って文化財保護法第93条が提出された。それにより、埋蔵文化財の取

り扱いについて協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を実施した。

５．整理作業、報告書原稿作成ならびに印刷製本は、平成30年度国庫補助・県費補助費事業として実施した。

６．�本書は、公益財団法人印旛郡市文化財センター調査研究員石川愛恵が執筆し、印西市教育委員会生涯学

習課野口枝美子と石川が編集を行った。また、縄文土器については、同センター調査課長中山俊之、庶

務課長兼調査課主幹喜多裕明の、弥生土器については調査課主任調査研究員根本岳史の、須恵器・土師

器については調査課嘱託調査研究員宮内勝巳の協力を得た。

７.	 本書で使用した写真は、遺構は調査担当者、遺物は杉原豊氏（有限会社スギハラ）が撮影した。

８.	 調査・整理図面、写真、出土遺物は印西市教育委員会が保管している。

９.	 発掘調査から報告書刊行まで、下記の機関のご指導、ご教示を賜った。（敬称略・順不同）

　　文化庁、千葉県教育庁生涯学習部文化財課



凡　　例
１．�トレンチ番号等は発掘調査時のものを使用している。

２．�第１～３図は国土地理院発行の地形図（1/50,000）「佐倉」を、各遺跡の位置図は印西市発行の都市計

画基本図（1/2,500）を使用している。

３．�第１表は千葉県教育委員会発行の『千葉県埋蔵文化財分布地図（１）―東葛飾・印旛地区（改訂版）―』

を引用している。

４．�挿図中の縮尺は以下を原則としているが、詳細は個々にスケールを参照されたい。

トレンチ配置図　1/200、1/300、1/400、1/500、1/600

縄文・弥生土器　1/3　　須恵器・土師器・石製品・鉄製品　1/4　　土製品　1/2

５．�トレンチ配置図及び遺物実測図のスクリーントーン及びドットの用例は次のとおりである。

　  縄文時代土坑　　　　　　　 古墳時代竪穴住居跡 ●土器

　  古墳時代土坑、溝状遺構　　 奈良・平安時代竪穴住居跡、土坑

　  中近世土坑、溝状遺構　　　 攪乱、埋没谷

　  保存範囲（協議範囲） 赤彩

　

６．�遺物実測図の土器断面の黒塗りは、須恵器を示す。

７．�遺物写真は、東遺跡（第５地点）、荒野前遺跡（第２地点）、大畑遺跡（第５地点）、迎山遺跡（第２地点）

の１～42を1/3で、その他を1/4で掲載している。

８．�方位は磁北を示している。

９．�本文中及び遺物観察表数値は〈　〉が現存値、（　）が推定値を示す。

古墳時代竪穴住居跡

古墳時代土坑、溝状遺構

中近世土坑、溝状遺構

奈良・平安時代竪穴住居、土坑

縄文時代土坑

撹乱、埋没谷

保存範囲

古墳時代竪穴住居跡

古墳時代土坑、溝状遺構

中近世土坑、溝状遺構

奈良・平安時代竪穴住居、土坑

縄文時代土坑

撹乱、埋没谷

保存範囲

古墳時代竪穴住居跡

古墳時代土坑、溝状遺構

中近世土坑、溝状遺構

奈良・平安時代竪穴住居、土坑

縄文時代土坑

撹乱、埋没谷

保存範囲

古墳時代竪穴住居跡

古墳時代土坑、溝状遺構

中近世土坑、溝状遺構

奈良・平安時代竪穴住居、土坑

縄文時代土坑

撹乱、埋没谷

保存範囲

古墳時代竪穴住居跡

古墳時代土坑、溝状遺構

中近世土坑、溝状遺構

奈良・平安時代竪穴住居、土坑

縄文時代土坑

撹乱、埋没谷

保存範囲

古墳時代竪穴住居跡

古墳時代土坑、溝状遺構

中近世土坑、溝状遺構

奈良・平安時代竪穴住居、土坑

縄文時代土坑

撹乱、埋没谷

保存範囲

古墳時代竪穴住居跡

古墳時代土坑、溝状遺構

中近世土坑、溝状遺構

奈良・平安時代竪穴住居、土坑

縄文時代土坑

撹乱、埋没谷

保存範囲
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― 1 ―

第１章　周辺の遺跡（第１～３図）
　千葉県印西市は、千葉県北部を中心に広がる広大な下総台地の北端部に位置する。下総台地は標高20～30

ｍの低平な洪積台地であり、北部に向かって傾斜し、利根川・印旛沼方向に流入する河川及び東京湾に向かっ

て流れる無数の小河川によって、樹枝状に開析された複雑な地形をその特徴とする。

　市域北部の平岡・小林地区では東遺跡（１）、道作古墳群（５）を調査した。周辺には印西市内では数少

ない古墳が比較的多く築造されている。台地の東側縁辺部に所在した鶴塚古墳（11）はこれまでに調査され

た印西市内の古墳の中では最も古く、４世紀末～５世紀初頭に比定される直径44ｍの大型円墳である。現在

は消滅しているが、墳丘中段のテラス状部分から器台形埴輪と壺型埴輪が見つかったことで注目された。小

林古墳群（12）は６世紀前半～後半に築造された４基の古墳からなり、１号墳では形象埴輪が出土している。

大森・鹿黒地区では大畑遺跡（３）、迎山遺跡（10）を調査した。両遺跡の東側には縄文時代～奈良・平安

時代の各時代の大規模な集落跡を包蔵する、印西市内で最も広範囲かつ時間軸も長い複合遺跡である天神台

遺跡（13）が所在する。その天神台遺跡の南側には古代寺院跡の木下別所廃寺跡（14）が隣接し、北西側に

は同寺院の瓦の生産だけでなく製鉄も行った曾谷ノ窪瓦窯跡（15）、精錬鍛冶の鉄素材から鍛錬鍛冶を行っ

て農工具等を生産し、天神台遺跡の該期の集落へ供給していたと想定される曽谷窪遺跡（16）といった生産

遺跡も集中する。

　市域東部の旧印旛村・本埜村地域にあたる鎌苅地区では荒野前遺跡（２）を調査した。この周辺は利根川

と印旛沼に注ぐ支流の分水嶺にあたり、多方向から入り組んだ谷津によって複雑な地形を呈している。遺跡

の西側には槍先形尖頭器を含む石器集中箇所１カ所と縄文時代陥し穴１基が検出し、縄文時代早期の土器・

中期の加曽利Ｅ式土器などが出土した荒ク遺跡（17）、荒野前遺跡と同じくＡＴの上下の層位から石器群を

検出したほか、縄文時代早期の炉穴20基と弥生時代～奈良・平安時代の住居跡19軒を検出した弐ト込遺跡（18）

がある。角田台遺跡（19）は環状石器群を含む23カ所の石器集中箇所から有樋尖頭器や特異な彫器、被熱し

た多量の礫が出土し、縄文時代早期～前期の竪穴住居跡４軒が検出されている。旧石器時代～縄文時代にお

いては、この一帯は小規模な集落が点在し、狩猟・採集の地として利用されていた様子が窺える。

　市域南西部の松崎・船尾・戸神地区では中郷遺跡（４）、多々羅田遺跡（６）、白井谷奥遺跡（７）、鳴神

山遺跡（８）、前戸遺跡（９）を調査した。昭和40年代中頃から千葉ニュータウンとして大規模な宅地開発

や関連する市街化整備とそれに伴う発掘調査が行われてきた地域であり、広範囲に及ぶ数々の成果は、古代

の印旛郡舩穂郷の具体的な実態を明らかにしつつある。白井谷奥遺跡と鳴神山遺跡は間に浅い谷があるもの

の、その谷を越えて両遺跡を東西に貫く直線道路状遺構が検出されている。同時期に密接な繋がりをもって
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第１図　周辺の遺跡（１）
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展開した集落遺跡であることは明らかであり、基本的には平坦で広い台地上に存在した同一の遺跡として認

識されている。周辺には向新田遺跡（20）、船尾町田遺跡（21）、向ノ地遺跡（22）、油免遺跡（23）、前戸遺

跡から集落跡が続く東海道遺跡（24）など、古墳時代、奈良・平安時代を主体とする遺跡が多数所在し、谷

津を挟んだ東側に位置する船尾白幡遺跡（25）とともに古代における印旛郡舩穂郷の中核地として発展して

いたと考えられる。

第２図　周辺の遺跡（２） 第３図　周辺の遺跡（３）
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第１表　遺跡地名表
№ 遺跡名 所在地（印西市） 種別 時代（時期）等 遺構／遺物等 立地／現況
1 東遺跡 平岡字西谷津 包蔵地 旧石器、平安、中世 地下式横穴、土坑／ポイント／土師器、カワラケ 台地上／畑、荒地

2 荒野前遺跡 蒲苅荒野前
（旧印旛村・本埜村）包蔵地

旧石器、縄文（後）、
弥生（後）

石器製作跡、陥穴／彫器、石刃、石核、ナイフ形石器、敲石、
縄文土器、弥生土器

台地上／畑、荒地、
山林、道路

3 大畑遺跡 大森字大畑 包蔵地 縄文（中・後）、古墳
（後）、奈良・平安

住居跡／縄文土器（加曽利Ｅ・堀之内・加曽利Ｂ）、土師器　※
遺跡消滅 台地上／畑

4 中郷遺跡 松崎字中郷 包蔵地 縄文（早・前・中）、
古墳（後）、奈良 台地上／畑

5 道作古墳群 小林字馬場 古墳 古墳 前方後円墳５基、円墳９基（10～18ｍ級）、方墳１基（18ｍ）�
※円墳２基消滅 台地上／山林

6 多々羅田遺跡 多々羅田字弁天前 生産跡 鉄滓 台地斜面／荒地
7 白井谷奥遺跡 戸神字北ノ内 包蔵地 奈良・平安、中近世 住居跡、地下式坑、土坑／土師器、須恵器 台地上
8 鳴神山遺跡 戸神字大野 包蔵地、集落跡 旧石器、奈良・平安 住居跡、土壙墓、掘立柱建物跡／土師器、須恵器、灰釉、緑釉 台地上
9 前戸遺跡 松崎字前戸 包蔵地 縄文（中）、平安 縄文土器（加曽利Ｅ）、土師器 台地上／畑
10 迎山遺跡 大森字迎山 包蔵地 古墳（後） 土師器 台地上／畑

11 鶴塚古墳 小林字宿 古墳、集落跡 弥生、古墳 住居跡、円墳（44ｍ）、合口壺棺／埴輪、剣、直刀、鉾、刀子、鉄鏃、
ガラス玉、砥石、滑石製小玉　　※遺跡消滅 台地上／宅地

12 小林古墳群 小林字城山 古墳、集落跡 古墳 円墳、方墳、住居跡　※遺跡消滅 台地上／宅地

13 天神台遺跡 大森字呑内 貝塚、集落跡 縄文、弥生、古墳、
奈良・平安

地点貝塚、住居跡／縄文土器（田戸・加曽利Ｅ・堀之内・加曽利Ｂ・
安行）、弥生土器、土師器、須恵器、鉄器、銅製品、土錘 台地上／畑、荒地

14 木下別所廃寺跡 別所字石神台 寺院跡 飛鳥、奈良・平安 古瓦、基壇 台地上／畑
15 曾谷ノ窪瓦窯跡 大森字曽谷窪 窯跡 奈良 瓦窯跡、炭窯跡／古瓦、須恵器 台地斜面／山林
16 曽谷窪遺跡 大森字曽谷窪 包蔵地 奈良・平安 ※一部消滅 台地上

17 荒ク遺跡 角田字荒ク
（旧本埜村） 包蔵地 旧石器、縄文 陥穴／縄文土器（繊維土器）、ナイフ形石器、剥片 台地上／畑、山林、

道路

18 弐ト込遺跡 角田字弐ト込
（旧本埜村） 包蔵地、集落跡

旧石器、縄文（前・中）、
弥生、古墳、奈良・
平安

炉穴、掘立柱建物跡／縄文土器（繊維土器・加曽利Ｅ）、弥生土器、
土師器、石刃、須恵器

台地上／畑、山林、
道路

19 角田台遺跡 角田字関所
（旧本埜村） 包蔵地、集落跡 旧石器、縄文（早・前）、

奈良・平安、中近世
住居跡、炉跡、土坑、溝／ナイフ形石器、磨製石斧、石刃、削器、
縄文土器（条痕文・諸磯）、弥生土器、土師器、須恵器

台地上／原野、山
林

20 向新田遺跡 武西字向新田 集落跡、牧跡 縄文（前）、弥生（後）、
古墳、平安、近世 住居跡、野馬堀／縄文土器（黒浜）、土師器、須恵器、古銭 台地上／畑、道路、

荒地

21 船尾町田遺跡 船尾字町田 集落跡、古墳 縄文（中・後）、弥生
（後）、古墳（前・中）

住居跡、前方後円墳、円墳／縄文土器（加曽利Ｅ・称名寺）、弥
生土器（前野町）、土師器 台地上／荒地

22 向ノ地遺跡 船尾字向ノ地 集落跡、塚 旧石器、弥生、古墳、
奈良・平安、中近世 円形塚、住居跡／石器、弥生土器、土師器、陶磁器、人骨 台地上／墓地

23 油免遺跡 船尾字油免 包蔵地 平安 土師器 台地上／畑
24 東海道遺跡 松崎字東海道 包蔵地 平安 土師器 台地上／畑

25 船尾白幡遺跡 船尾字白幡 包蔵地、集落跡
旧石器、縄文（早・前・
後）、弥生（後）、古
墳（後）、平安

住居跡、土坑／細石器、ナイフ形石器、縄文土器（井草・田戸下層・
茅山・浮島・興津・加曽利Ｂ）、弥生土器（弥生町）、土師器 台地上／造成地
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第２章　東遺跡（第５地点）（第４・５図　図版１・８）
１．遺跡の位置（第４図）　利根川・将監川の南岸１㎞、標高30ｍの台地上に位置する。現況は畑地である。

２．調査の方法　調査区域内に２ｍ×５ｍを基準としたトレンチを８カ所設定し、表土除去後遺構確認を実

施した。

３．遺構と遺物（第５図　図版１・８）　遺構は古墳時代竪穴住居跡３軒、奈良・平安時代土坑13基、中近

世土坑７基・溝状遺構１条を検

出した。溝は６トレンチで部分

的に検出しており、第２地点の

３号溝の延長にあたると思われ

る。主な出土遺物は古墳時代

土師器、奈良・平安時代土師

器・須恵器、中近世陶磁器であ

る。そのうち６点を図示した。

１は１トレンチから出土した土

錘で、重量10.1ｇを量る。２は

磨石で、長さ〈5.3㎝〉、幅〈4.8

㎝〉、厚さ〈2.1㎝〉、重量〈54.4ｇ〉

を測る。３は４トレンチから出

土した須恵器甕の胴部である。

奈良・平安時代の鳩山窯産で、

外面に平行タタキがみられる。

胎土に長石、石英、白色針状物

を少量含み、色調は灰色を呈す

る。４は同じく須恵器甕の胴部

で、外面平行タタキ、胎土に長

石を少量含み、色調は灰褐色を

呈する。５は近世のカワラケで、

残存率が口縁部～底部1/5、口

径（6.0㎝）、底辺（3.2㎝）、器

高1.3㎝を測る。ロクロ整形さ

れ、体部下端外面はナデによっ

て調整される。胎土に長石を多

く含み、色調はにぶい黄褐色を

呈する。６は１トレンチから出

土した砥石で、長さ3.6㎝、幅3.0

㎝、厚さ2.7㎝、重量38.6ｇを測

り、４面に使用痕がみられる。

第４図　東遺跡（第５地点）位置図
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今回調査区（第5地点）

第2地点

第4地点

第3地点
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第３章　荒野前遺跡（第２地点）（第６・７図　図版１・８）
１．遺跡の位置（第６図）　西印旛沼の北岸1.7㎞、標高28ｍの台地上に位置する。現況は荒蕪地である。

２．調査の方法　調査区域内に２ｍ×５～10ｍのトレンチを６カ所設定し、表土除去後遺構確認を実施した。

第５図　トレンチ配置図及び出土遺物

第６図　荒野前遺跡（第２地点）位置図

保存範囲（協議範囲）
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３．遺構と遺物（第７図　図版１・８）　攪乱が著しく、遺構は検出されなかった。遺物は縄文土器が数点

出土している。１～３は阿玉台Ⅲ式の深鉢である。１は環状の把手片で、半截竹管による沈線が２条施され、

透かしの周辺には刻み目を有する。２は胴部片で、貼り付け隆帯の上部に２条、下部に１条の沈線を沿わせ

る。３は胴部片で、貼り付け隆帯以下に単節ＲＬ縄文が施される。４は加曽利Ｂ式（粗製）の深鉢の口縁部

片で、単節ＬＲ縄文が施される。５は土器型式不明だが縄文土器の深鉢で、残存率は底部1/4、底径（7.2㎝）、

器高〈2.2㎝〉を測る。体部から底部外面ヘラナデ、内面ナデ。６は磨石で、最大長8.4㎝、幅5.6㎝、厚さ3.9㎝、

重量262.2gを測る。

第４章　大畑遺跡（第５地点）（第８・９図　図版１・２・８）
１．遺跡の位置（第８図）　手賀沼の東岸２㎞、亀成川の北岸0.4㎞、標高23ｍの台地上に位置する。現況は

荒蕪地である。

２．調査の方法　調査区域内に１ｍ×５ｍを基準としたトレンチを９カ所設定し、表土除去後遺構確認を実

施した。

第７図　トレンチ配置図及び出土遺物

第８図　大畑遺跡（第５地点）位置図
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３．遺構と遺物（第９図　図版１・２・８）　調査区内全域にわたってトレンチャーによる格子目状の攪乱

が著しく、遺構は検出されなかった。遺物は縄文土器、奈良・平安時代土師器、中世陶磁器が数点出土した

が、小片のため図示しえない。図示した縄文土器についても耕作等の影響により摩滅、損傷が激しく、器面

の文様は不明瞭である。１～３は１トレンチから出土した加曽利Ｅ式の深鉢である。１は口縁部片で、逆Ｕ

字状の沈線が施される。２はＵ字状の沈線区画内外に単節ＲＬ縄文が施される。３は単節ＲＬ縄文が施され

る。４は擂鉢の口縁部片である。

第５章　中郷遺跡（第４地点）（第10・11図　図版２・３・８）
１．遺跡の位置（第10図）　新川の北岸0.7㎞、標高23ｍの台地上に位置する。現況は荒蕪地である。

第９図　トレンチ配置図及び出土遺物

第10図　中郷遺跡（第４地点）位置図
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第3地点
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２．調査の方法　調査区域内に１ｍ×２～11ｍのトレンチを20カ所設定し、表土除去後遺構確認を実施した。

３．遺構と遺物（第11図　図版２・３・８）　遺構は古墳時代竪穴住居跡３軒、土坑６基、中近世溝状遺構

２条を検出した。１トレンチで検出した溝が17トレンチまで続いているものと思われる。遺物は11トレンチ

から出土した２点を図示した。１は中世以降の土師器坏の口縁部片である。内外面ミガキ、胎土には小石少

量を含み、色調はにぶい黄褐色を呈する。２は砥石で４面に使用痕がみられる。最大長4.3㎝、幅3.3㎝、厚さ

2.5㎝、重量59.4gを測る。他に古墳時代土師器が数点出土したが、小片のため図示しえない。

第11図　トレンチ配置図及び出土遺物
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第６章　道作古墳群（第２地点）（第12・13図　図版３）
１．遺跡の位置（第12図）　将監川の南岸1.7㎞、標高30ｍの台地上に位置する。現況は荒蕪地である。

２．調査の方法　調査区域内１ｍ×６～７ｍのトレンチを６カ所設定し、表土除去後遺構確認を実施した。

３．遺構と遺物（第13図　図版３）　遺構及び遺物は検出されなかった。

第７章　多々羅田遺跡（第14・15図　図版４・８）
１．遺跡の位置（第14図）　戸神川の東岸

0.75㎞、標高21～23ｍの台地上に位置する。

現況は荒蕪地である。

２．調査の方法　調査区域内に１ｍ×４～

12ｍのトレンチを８カ所設定し、表土除去

後遺構確認を実施した。

３．遺構と遺物（第15図　図版４・８）　

遺構は検出されなかった。調査区東側の１

～４トレンチ周辺は埋没谷となっているこ

とが確認された。遺物は中世以降の須恵器

甕である。残存率は胴部～底部1/6で、底

径は（15.4㎝）、器高〈8.5㎝〉を測る。色

調は灰褐色、胎土に長石多量、小石少量を

含む。胴部外面から底部ヘラケズリ、内面

ロクロ整形、底部内面に自然柚が付着する。

他に、奈良・平安時代土師器１点と中世陶

磁器１点を表土採取したが小片のため図示

しえない。

第12図　道作古墳群（第２地点）位置図 第13図　トレンチ配置図

第14図　多々羅田遺跡位置図
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第８章　白井谷奥遺跡（第16・17図　図版４・８）
１．遺跡の位置（第16図）　戸神川の西岸0.4㎞、標高24ｍの台地上に位置する。現況は畑地である。

２．調査の方法　調査区域内に１ｍ×５ｍを基準としたトレンチを８カ所設定し、表土除去後遺構確認を実

施した。

３．遺構と遺物（第17図　図版４・８）　畑の耕作による攪乱が著しく、遺構は検出されなかった。主な出土

遺物は縄文土器、奈良・平安時代土師器・須恵器、中近世陶磁器である。１は２トレンチから出土した須恵

器の坏の口縁部片で、ロクロ整形、胎土に長石を少量含み、色調はにぶい黄褐色を呈する。２は５トレンチ

から出土した近世の陶器の碗である。残存率は胴部～底部1/3で底径4.6㎝、器高〈4.9㎝〉を測る。ロクロ整形。

第15図　トレンチ配置図及び出土遺物

第16図　白井谷奥遺跡位置図
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第９章　鳴神山遺跡（第３地点）（第18・19図　図版５・８）
１．遺跡の位置（第18図）　戸神川の西岸0.3㎞、標高25ｍの台地上に位置する。現況は山林である。

２．調査の方法　調査区域内に任意のトレンチを６カ所設定し、表土除去後遺構確認を実施した。

３．遺構と遺物（第19図　図版５・８）　遺構は３トレンチで奈良・平安時代竪穴住居跡１軒、２・４・６

トレンチにまたがって中近世溝状遺構１条を検出した。主な出土遺物は奈良・平安時代土師器・須恵器であり、

そのうちの４点を図示した。１は土師器坏の口縁部片である。内外面ミガキ、外面下半ヘラケズリ、胎土に

長石・黒色粒子少量を含み、色調はにぶい橙色を呈する。７世紀初頭のものと推定される。２は須恵器坏の

口縁部片で奈良時代の新治産のもの。器高〈3.8㎝〉を測り、内外面ロクロ整形、胎土に長石多量、雲母少

量を含み、色調は灰黄色を呈する。３は陶器の碗か。４は鉄製品で長さ6.3㎝、幅0.6㎝、厚さ0.6㎝、重量5.6g

を測る。いずれも３トレンチから出土した。

第17図　トレンチ配置図及び出土遺物

第18図　鳴神山遺跡（第３・４地点）位置図
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第10章　鳴神山遺跡（第４地点）（第18・20図　図版５・８）
１．遺跡の位置（第18図）　戸神川の西岸0.4㎞、標

高24ｍの台地上に位置する。現況は荒蕪地である。

２．調査の方法　調査区域内に１ｍ×４～８ｍのト

レンチを６カ所設定し、表土除去後遺構確認を実施

した。

３．遺構と遺物（第20図　図版５・８）　遺構は検

出されなかった。遺物は土師器、須恵器、土製品の

細片が３点出土したのみである。図示した土器は奈

良・平安時代の須恵器の甕と思われる。胴部外面に

平行タタキがみられ、胎土に長石を少量含み、色調

はにぶい黄褐色を呈する。

第11章　前戸遺跡（第４地点）（第21・22図　図版５）
１．遺跡の位置（第21図）　新川の北岸1.1㎞、標高24mの台地上に位置する。現況は宅地である。

２．調査の方法　調査区域内に１～２ｍ×５ｍのトレンチを４カ所設定し、表土除去後遺構確認を実施した。

３．遺構と遺物（第22図　図版５）　遺構は検出されなかった。遺物は奈良・平安時代土師器が３点出土し

たのみである。いずれも小片のため図示しえない。

第19図　トレンチ配置図及び出土遺物

第20図　トレンチ配置図及び出土遺物
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第12章　迎山遺跡（第２地点）（第23～27図　図版６・７・９・10）
１．遺跡の位置（第23図）　亀成川の南岸0.3㎞、標高18～23ｍの台地上に位置する。現況は山林・荒蕪地である。

第21図　前戸遺跡（第５地点）位置図

第22図　トレンチ配置図

第23図　迎山遺跡（第２地点）位置図
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２．調査の方法　調査区域内に２ｍ×10ｍを基準としたトレンチを33カ所設定し、表土除去後遺構確認を実

施した。

３．遺構と遺物（第24～27図　図版６・７・９・10）　遺構は縄文時代土坑３基、古墳時代竪穴住居跡30軒・

土坑55基・溝状遺構２条を検出した。住居跡は推定規模３㎡から７㎡以上のものまで大小様々に重複して展

第24図　トレンチ配置図
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第25図　出土遺物（１）
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第26図　出土遺物（２）
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開しているが、調査区の南東側では確認することができなかった。その南東側のトレンチで検出した溝は６

トレンチと18トレンチのものが同一の遺構であると思われる。17トレンチの溝は延長部分を検出することは

できなかったものの、幅と方向が類似していることから、同じ規格で平行して造られた可能性もある。遺物

は縄文土器、古墳時代土師器・須恵器、石製品を中心に多量に出土している。特に縄文土器が多く、早期か

ら晩期に至るまでの土器（田戸下層式、早期条痕文系、諸磯式、浮島式、北白川下層式、花積下層式、阿玉

台式、加曽利Ｅ式、称名寺式、堀之内式）が調査区北側を中心に出土している。弥生土器は宮ノ台式が出土

している。古墳時代土師器は５世紀後半のものが多く出土している。41は肩部外面にハケ目と縄目、内面に

も縄目が施されており、東海地方の影響がみられる。口縁部には４㎜ほどの孔が焼成前の段階で穿たれてい

る。欠損のために１カ所しか確認できないが、対に穿孔されていれば吊り手用の穴としての利用も考えられ

る。42は肩部外面に横位の櫛描きと山形沈線が施されており、古墳早期東海地方のパレススタイルを模した

ものと思われる。46は坏というよりも坩の流れをくむ碗の形をしている。体部下端に継ぎ目があり、ロクロ

整形ではなく板状の体部を貼り合わせて作られたようである。

第27図　出土遺物（３）

第２表	 迎山遺跡（第２地点）遺物観察表

№ 器種 法量（㎝） 手法上の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

1
縄文
深鉢

器高〈 6.0〉
斜位条痕文を施す。 長石多、黒色粒少含。にぶい橙色。

焼成良。
19Ｔ出土。胴部片。田戸下層式。

2
縄文
深鉢

器高〈 6.5〉
無文。 長石多、石英・黒色粒、繊維少含。

にぶい橙色。焼成良。
26Ｔ出土。口縁部片。早期条痕文系。

3
縄文
深鉢

器高〈 3.9〉
多截竹管による横位沈線以下、櫛歯状工具による曲線を配する。 長石多、石英微含。にぶい褐色。焼

成良。
５Ｔ出土。胴部片。諸磯ａ式。

4
縄文
深鉢

器高〈 3.3〉
２条の半截竹管による平行沈線の間に爪型文を施す。 長石・黒色粒多含。にぶい橙色。焼

成良。
20Ｔ出土。口縁部片。諸磯ｂ式。

5
縄文
深鉢

器高〈 3.5〉
横位沈線文を施す。 長石多含。褐色。焼成良。 20Ｔ出土。胴部片。諸磯ｂ式。

6
縄文
深鉢

器高〈 5.2〉
地文に単節ＲＬ縄文を施し、浮線文を貼り付ける。 長石多、石英微、礫・繊維多含。に

ぶい赤褐色。焼成良。
25Ｔ出土。胴部片。諸磯ｃ式。

7
縄文
深鉢

器高〈 2.4〉
円形の貼り付け文の中心に押圧を有する。 長石多含。にぶい橙色。焼成良。 26Ｔ出土。胴部片。諸磯ｃ式。

8
縄文
深鉢

器高〈 5.4〉
貝殻腹縁によるロッキングを施す。 長石少、石英・黒色粒微含。にぶい

褐色。焼成良。
９Ｔ出土。胴部片。浮島式。

9
縄文
深鉢

器高〈 4.7〉
貝殻腹縁によるロッキングを施す。 長石・黒色粒多含。褐色。焼成良。 ８Ｔ拡張部出土。胴部片。浮島式。

10
縄文
深鉢

器高〈 2.7〉
貝殻腹縁によるロッキングを施す。 長石多、石英・黒色粒微含。にぶい

赤褐色。焼成良。
19Ｔ出土。胴部片。浮島式。

5㎝0 71・72（1：2） 10㎝0 （1：4）
68

69

70

71
72
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№ 器種 法量（㎝） 手法上の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

11
縄文
深鉢

器高〈 3.7〉
貝殻腹縁によるロッキングを施す。 長石多、黒色粒少含。橙色。焼成良。20Ｔ出土。胴部片。浮島式。

12
縄文
深鉢

器高〈 3.4〉
三角文を施す。 長石・黒色粒少、赤色粒微含。にぶ

い橙色。焼成良。
13Ｔ出土。胴部片。浮島Ⅲ式。

13
縄文
深鉢

器高〈 5.0〉
貝殻腹縁によるロッキング、櫛歯状工具による横位条線を施す。 長石多含。にぶい赤褐色。焼成良。 ８Ｔ出土。胴部片。浮島Ⅲ式。

14
縄文
深鉢

器高〈 2.6〉
貝殻腹縁による凸型変形爪型文を施す。 長石少、黒色粒多含。にぶい橙色。

焼成良。
９Ｔ出土。胴部片。浮島Ⅲ式。

15
縄文
深鉢

器高〈 3.9〉
竹管状工具による爪型文（逆Ｃ型刺突）を２条施した後、横位条
線を施す。

長石少、石英多、赤色粒微含。にぶ
い褐色。焼成良。

表採。胴部片。北白川下層Ⅱｂ式。
内外面赤彩。

16
縄文
深鉢

器高〈 4.5〉
外面に無節Ｌ縄文を施す。内面は貝殻により調整される。 長石多、赤色粒微含。にぶい橙色。

焼成良。
31Ｔ出土。胴部片。花積下層式。

17
縄文
深鉢

器高〈 2.3〉
ヘラ状工具による押引文を施す。 長石多、黒色粒微含。にぶい橙色。

焼成良。
20Ｔ出土。胴部片。前期末～中期初頭。

18
縄文
深鉢

器高〈 4.2〉
環状把手。隆帯上、隆帯外側及び内面貼り付け部外側に爪型文（結
節沈線）を施す。

長石多、石英微含。にぶい褐色。焼
成良。

９Ｔ出土。把手片の飾り。阿玉台Ⅲ式。

19
縄文
深鉢

器高〈 5.4〉
単節ＬＲ縄文を施す。 長石・雲母多含。褐色。焼成良。 31Ｔ出土。胴部片。加曽利Ｅ式。

20
縄文
深鉢

器高〈 4.8〉
半截竹管による沈線区画内に単節ＬＲ縄文を充填する。 長石少、石英微、黒色粒多含。灰黄

褐色。焼成良。
31Ｔ出土。胴部片。加曽利Ｅ式。

21
縄文
深鉢

器高〈 3.8〉
無節Ｌ縄文を施す。 長石・赤色粒・黒色粒少含。灰黄褐色。

焼成良。
31Ｔ出土。胴部片。加曽利ＥⅣ式。

22
縄文
深鉢

器高〈 4.5〉
地文に無節Ｌ縄文を施文後、半截竹管による幾何学状文様を施す。長石・黒色粒・繊維少含。にぶい橙色。

焼成良。
31Ｔ出土。胴部片。称名寺１式。

23
縄文
深鉢

器高〈 4.9〉
単節ＬＲ縄文を施文後、半截竹管による曲線状沈線を施す。 長石・赤色粒・黒色粒少含。にぶい

橙色。焼成良。
４Ｔ出土。胴部片。称名寺１式。

24
縄文
深鉢

器高〈 4.0〉
丸棒状工具による縦位の蛇行沈線を施す。 長石・黒色粒少含。にぶい黄橙色。

焼成良。
31Ｔ出土。胴部片。称名寺１式。

25
縄文
深鉢

器高〈 5.8〉
幾何学状沈線内部に刺突文を有する。 長石・黒色粒少含。にぶい赤褐色。

焼成良。
19Ｔ出土。胴部片。称名寺２式。

26
縄文
深鉢

器高〈 3.9〉
単節ＬＲ縄文を施す。 長石・石英少、赤色粒微含。にぶい

褐色。焼成良。
９Ｔ出土。胴部片。堀之内１式。

27
縄文
深鉢

器高〈 3.7〉
ヘラ状工具による沈線文を１条施す。 長石・赤色粒少含。にぶい褐色。焼

成良。
３Ｔ出土。胴部片。堀之内１式。外
面折損あり。

28
縄文
深鉢

器高〈 8.9〉
櫛歯状工具による沈線を施す。 長石多含。明褐色。焼成良。 ４Ｔ出土。口縁部片。堀之内１式。

29
縄文
深鉢

器高〈 4.4〉
櫛歯状工具による沈線を施す。 長石少、黒色粒微含。橙色。焼成良。４Ｔ出土。口縁部片。堀之内２式。

30 磨石 長さ  7.6    幅  6.2    厚さ  3.7    重量  213.9g
８Ｔ出土。

31 磨石 長さ  14.3    最大幅  6.4    最大厚  5.5    重量  427.2g
14Ｔ出土。

32
弥生
壺

器高〈 2.8〉
頸部に突帯が巡る（残存部１段）。無文。 長石多、石英少、白色針状物微含。

橙色。焼成良。
14Ｔ出土。頚部片。中期後葉。宮ノ
台式。外面赤彩。

33
弥生
壺

器高〈 3.4〉
単節縄文ＬＲによる無区画の帯縄文が巡る（残存部１条）。 長石多、赤色粒微含。橙色。焼成良。８Ｔ出土。胴部片。中期後半。宮ノ

台式。

34
弥生
壺

器高〈 2.6〉
Ｓ字状結節文による帯縄文が巡る（残存部１条４段）。 長石少、石英多、針状物微含。明黄

褐色。焼成良。
14Ｔ出土。胴部片。中期後半。宮ノ
台式。

35
弥生
壺カ

器高〈 2.5〉
附加条１種（附加２条）ＲＬ＋２Ｌを充填する。 長石多、石英少含。にぶい赤褐色。

焼成良。
29Ｔ出土。胴部片。後期。

36
弥生
壺

器高〈 3.5〉
胴下半部に単節ＲＬを充填する。 長石多含。にぶい橙色。焼成良。 ４Ｔ出土。胴部～底部。中期後半。

宮ノ台式。内面被熱。

37
弥生
壺

底径（ 8.8）
器高 〈 1.7〉

底部木葉痕残存。 長石少、赤色粒微含。にぶい橙色。
焼成は良。焼成良。

31Ｔ出土。底部1/4。中期後半。宮
ノ台式。

38
弥生
壺

器高 〈 2.1〉
底部木葉痕残存。 石英多、雲母少含。橙色。焼成良。 ８Ｔ拡張部出土。底部。中期後半。

宮ノ台式。

39
弥生
甕

器高 〈 2.3〉
外面ハケ調整後ナデ。内面ハケ調整。 長石・石英少含。にぶい赤褐色。焼

成良。
28Ｔ出土。胴部片。中期後葉。宮ノ
台式。

40
弥生
甕

底径　 9.80
器高 〈 2.9〉

底部に指頭による調整後ナデ。 長石・石英多、針状物微含。明赤褐色。
焼成良。

表採。底部。中期後半。宮ノ台式カ。

41
弥生～
古墳
壺

口径 （13.8）
底径　 6.20
器高　17.10
胴部径14.40

口縁部外面ハケ調整後ミガキ。肩部外面ハケ調整後縄目。胴部外
面ヘラケズリ後ハケ調整、更に粗いミガキ。口縁部内面ハケ調整
後縄目。頸部内面ヘラケズリ。胴部内面ヘラナデ、輪積痕あり。
口縁部に穿孔（焼成前）あり。

長石・石英・赤色粒多、白色針状物
微含。にぶい赤褐色。焼成良。

23Ｔ出土（№１）。口縁部2/3欠損。
弥生末期～古墳初頭。
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№ 器種 法量（㎝） 手法上の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

42
古墳
壺

底径　 6.00
器高〈14.4〉
胴部最大径15.3

肩部外面に櫛描きと山形沈線を施す。胴部外面ヘラケズリ後ヘラ
ナデ。ハケ調整、更に粗いミガキ。胴部内面ヘラナデ。

長石・石英・赤色粒多、白色針状物
微含。赤褐色。焼成良。

23Ｔ出土（№２）。胴部～底部。古
墳早期。底面、器面の剥離あり。

43
土師器
坏

口径　13.10
器高　 4.40

外面ヘラケズリ後ミガキ。内面ミガキされるが剥離がひどく調整
不明瞭。

長石・雲母多、石英・赤色粒少含。橙色。
焼成良。

１Ｔ出土。口縁部～底部1/2。５世
紀後半～。新治産。内外面赤彩。

44
土師器
坏

口径（13.0）
器高　 3.90

体部下端外面横位ヘラケズリ、内面ナデ。 長石・石英少含。橙色。焼成良。 29Ｔ出土。口縁部～底部1/4。５世
紀後半～。内外面赤彩。

45
土師器
坏

口径（15.4）
器高〈 3.5〉

口縁部下端外面ヘラケズリ、内面ナデ。内外面とも摩滅がひどく
不明瞭。

長石・石英多、赤色粒少含。橙色。
焼成良。

21Ｔ出土。口縁部1/8。５世紀後半～。
赤彩不明。

46
土師器
坏（碗カ）

口径　14.00
器高　 5.40

内外面ミガキ。ロクロ整形ではなく、板状の体部を貼り合わせた
か。

長石少、赤色粒・雲母多含。橙色。
焼成良。

29Ｔ出土。口縁～底部2/3。５世紀
末カ。外面赤彩、内面赤彩不明。

47
土師器
坏

口径（15.4）
器高〈 3.6〉 

内外面ミガキ。底部内面正放射。 長石・雲母多含。明赤褐色。焼成良。２Ｔ出土。口縁部1/8。６世紀前葉。
橙色暗文土器。

48
土師器
坏（碗カ）

器高〈 3.0〉
内外面ミガキ。 長石・石英多含。橙色。焼成良。 31Ｔ出土。口縁部片。５世紀前葉カ。

内外面赤彩。

49
土師器
坏

器高〈 3.3〉
内外面下半ヘラナデ。 長石・石英・赤色粒少含。橙色。焼成良。16Ｔ南側出土。口縁部片。５世紀前

葉カ。内外面赤彩。

50
土師器
坏

器高〈 2.9〉
内外面ミガキ。 長石多、赤色粒微含。にぶい赤褐色。

焼成良。
15Ｔ出土。口縁部片。５世紀後半～。
内外面赤彩。

51
土師器
坏

器高〈 2.0〉
内外面ミガキ。 長石多含。にぶい橙色。焼成良。 13Ｔ出土。口縁部片。５世紀後半～。

内外面赤彩。

52
土師器
坏

（無頸壺カ）
器高〈 5.4〉

内外面ミガキ。 長石・赤色粒少、石英多含。にぶい
橙色。焼成良。

８Ｔ拡張部出土。口縁部片。時期不
明。外面赤彩。

53
土師器
高坏カ

器高〈 3.1〉
内外面ミガキ。 長石・雲母多、白色針状物微含。に

ぶい橙色。焼成良。
15Ｔ出土。口縁部片。５世紀後半～。
内外面赤彩。

54
土師器
高坏

裾径（ 9.6）
器高〈 2.2〉

外面ヨコナデ、ハケ調整。内面ヘラケズリ後ハケ調整。 長石・石英多含。赤褐色。焼成良。 21Ｔ出土。脚部。短脚高坏。５世紀
後半～。非赤彩。

55
土師器
小型鉢カ

器高〈 2.0〉
内外面ミガキ。 長石・乳白色多含。にぶい赤褐色。

焼成良。
１Ｔ出土。口縁部片。赤彩不明。

56
土師器
鉢

器高〈 3.2〉
外面下端及び内面下半ヘラナデ。 長石多含。にぶい赤褐色。焼成良。 ６Ｔ出土。口縁部片。５世紀後半～。

内外面赤彩。

57
土師器
鉢（碗カ）

器高〈 3.2〉
内外面ヘラケズリ。 長石多、赤色粒微含。にぶい褐色。

焼成良。
13Ｔ出土。口縁部片。赤彩不明。

58
土師器
壺（坩カ）

器高〈 3.4〉
ロクロ整形。 長石・石英少含。にぶい橙色。焼成良。６Ｔ出土。口縁部片。非赤彩。

59
土師器
壺

底径（ 6.4）
器高〈 1.8〉

外面ミガキ、内面ヘラナデ。 長石多含。明灰褐色。焼成良。 ８Ｔ拡張部出土。底部1/4。内外面
赤彩。

60
土師器
甕

口径（22.0）
器高〈 5.1〉

口縁部内外面ヨコナデ。内面ナデ。 長石・石英・赤色粒多含。外面暗黄
褐色、内面にぶい黄褐色。焼成良。

９Ｔ出土。口縁部片。内面赤彩。

61
土師器
甕

口径（16.6）
器高〈 4.2〉

口縁部内外面ヨコナデ後（ハケ調整カ）更に粗いミガキ。内面ヘ
ラナデ。

長石・石英・赤色粒多含。明褐色。
焼成良。

１Ｔ出土。口縁部1/4。

62
土師器
甕

器高〈 3.2〉
口縁部内外面ヨコナデ。 長石・石英・赤色粒少含。外面黒褐色、

内面にぶい褐色。焼成良。
15Ｔ出土。口縁部片。複合口縁。

63
土師器
甕

器高〈 3.4〉
肩部外面ヘラケズリ。内面上半ヘラミガキ、下半ヘラナデ。 長石・赤色粒少、石英多、白色針状

物微含。明赤褐色。焼成良。
21Ｔ出土。肩部片。

64
土師器
甕

器高〈 3.8〉
胴部外面ハケ調整、内面ナデ。 石英少含。外面黒褐色、内面褐灰色。

焼成良。
13Ｔ出土。胴部片。

65
土師器
甕

器高〈 3.1〉
胴部外面ハケ調整、内面ナデ。 長石・石英多含。黒褐色。焼成良。 27Ｔ出土。胴部片。

66
土師器
甕

底径　 8.40
器高〈 6.1〉

胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ。 長石・石英多、針状物微含。にぶい
橙色。焼成良。

29Ｔ出土（№３）。胴部～底部。

67
土師器
甕

底径（ 8.6）
器高〈 1.7〉

内外面ヘラナデ。 長石・石英多含。にぶい赤褐色。焼
成良。

８Ｔ出土。底部1/4。

68
土師器
甑

口径（22.8）
底径　 7.30
器高　21.20 

口縁部外面ヨコナデ、内面横位方向のミガキ。胴部上半外面ヘラ
ケズリ後ミガキ、上半内面斜位方向のミガキ、下半内面縦位方向
のミガキ、下端内面ヘラケズリ。

長石・石英多、赤色粒少含。橙色。
焼成良。

８Ｔ拡張部出土。口縁部～底部1/3。

69
土師器
甑

器高〈 6.5〉
口縁部先端ヨコナデ。外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキ。 長石・石英・赤色粒多含。暗褐色。

焼成良。
21Ｔ出土。口縁部片。

70
土師器
甑

器高〈 4.7〉
口縁部内外面ヨコナデ。外面ヘラケズリ、内面ナデ。 長石・石英・赤色粒多含。にぶい橙色。

焼成良。
16Ｔ南側出土。口縁部片。外面赤彩。

71 土玉 長さ　　1.9　　　厚さ　1.6　　　孔径　0.6～0.9　　　重量　5.4g
長石少、赤色粒・針状物微含。にぶ
い橙色。焼成良。

13Ｔ出土。完存。

72 土製品 最大長　1.8　　　幅　　1.7 　　　厚さ　0.9 重量　1.9g
長石多、赤色粒少、針状物微含。橙色。
焼成良。

21Ｔ出土。
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第13章　まとめ
　本書で取り扱った遺跡の過年度の調査事例及び今回の調査成果についてまとめる。

東遺跡（第５地点）

　東遺跡は、印旛郡市文化財センターによって平成５年度に第１地点、平成７・８年度に第２地点（調査時

名称「東遺跡第２地点」、「東遺跡第２次」、「東遺跡第２次―２」）、平成７年度に第３地点（調査時名称「東

遺跡Ⅱ」）、平成８年度に第４地点（調査時名称「東遺跡Ⅲ」）が調査されている。これまでの調査によって

縄文時代中期の竪穴住居跡１軒、古墳時代後期～奈良・平安時代の竪穴住居跡23軒、奈良・平安時代～中世

の掘立柱建物跡19棟、中世以降の土坑30基・地下式坑１基・竪穴状遺構３基・台地整形区画２カ所・墓壙９

基及びその区画溝３条・底面に複数の「波状凹凸面」を有する道路状遺構１条とそれに付随すると思われる

溝状遺構18条が検出されている。調査済み範囲が南北に細長いため遺跡の全容は明らかとなっていないもの

の、縄文時代から中近世に至るまでの大小様々な遺構が密集した複合遺跡であることが判明している。

　今回の調査区は台地整形区画を検出した第２地点北端部の東隣りである。第２地点で検出した３号溝の続

きと思われる溝状遺構と古墳時代の竪穴住居跡を検出したことで、台地上での集落跡の広がりを確認するこ

とができた。

荒野前遺跡（第２地点）

　荒野前遺跡は旧石器時代、縄文時代、弥生時代後期の包蔵地として埋蔵文化財分布地図に収録されている。

過年度には、印旛郡市文化財センターによって平成22～23年度に第１地点の調査が行われているほか、千葉

県文化財センターによる調査が昭和61年度と平成９・10年度に行われている。第１地点ではＡＴを挟んだ上

下の層位から多くの石器資料が出土し、石器製作活動及び火を利用した活動の痕跡もみとめられた。

　今回の調査では遺構は検出しなかったが、縄文土器（阿玉台Ⅲ式、加曽利Ｂ式）が数点出土しており、周

辺の集落跡との関連が想定される。

大畑遺跡（第５地点）

　第１地点は平成15年度の確認調査で竪穴住居跡３軒を検出したことから南側の一部を同年に、北側の一部

を翌16年度に本調査している。その結果、それぞれ縄文時代中期（加曽利Ｅ式期）、弥生時代後期～古墳時

代前期、奈良・平安時代の住居跡として報告している。その他、掘立柱列２条、土坑２基を検出している。

第２地点（平成17年度）は奈良・平安時代と推定される竪穴住居跡２軒と土坑２基を検出した。第３地点（平

成27年度）では土坑５基を検出し、うち１基は土坑としては非常に大きいことから台地整形の一部である可

能性が高い。第４地点（平成28年度）では遺構は検出されず、縄文時代、弥生時代、平安時代に集落が営ま

れていたことを示す第３地点までの調査成果と比べて希薄な内容となっている。

　今回の調査区は第４地点の隣接地に位置しており、同様の状況を呈している。同一台地上の東側には縄文

時代中期から後晩期にかけての大規模な集落であり、弥生時代から奈良・平安時代に至るまでの複合遺跡で

もある天神台遺跡も所在し、この一帯が集落を営むのに好立地であったことが想像できる。しかし、本地点

以西については調査歴がなく、集落が台地の西側のどのあたりまで広がっていたのかは不明である。

中郷遺跡（第４地点）

　第１地点（平成22年度）と第２地点（平成23年度）は南北に隣接した調査区で、南側の第１地点で縄文時

代前期竪穴住居跡１軒、弥生時代中期竪穴住居跡１軒、古墳時代後期住居跡２軒を、北側の第２地点で古墳

時代後期竪穴住居跡３軒・土坑１基を検出している。このことから、縄文時代～古墳時代の集落跡が展開し

ていることが判明した。第３地点（平成26年度）では古墳時代後期の竪穴住居跡１軒を検出した。
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　今回の調査区は第３地点の隣接する北側にあたる。古墳時代竪穴住居跡３軒、土坑５基、中近世溝状遺構

２条を検出し、これまでの地点と同様に古墳時代の集落跡が展開していることが確認できた。遺跡範囲全域

に該期の集落跡が広がっているものと思われる。

道作古墳群（第２地点）

　道作古墳群としては、平成17年度に印旛郡市文化財センターが調査を行っている。道路工事に伴う埋蔵文

化財調査で、調査範囲は全長約650ｍにも及ぶ。旧石器時代の成果としては、７カ所の石器集中地点と３カ

所の礫集中地点が検出された。その他、古墳の周辺にあたる範囲では下総型円筒埴輪の破片や直刀などが出

土している。

　平成17年度に下層調査した際、今回の調査区に近い地点のトレンチには削平された痕跡がみとめられてお

り、農作業等を行うために整地を行った結果であろうと指摘されている。今回、遺構・遺物ともに検出しな

かったのも整地の影響であると思われる。

多々羅田遺跡

　過年度に調査事例はない。埋蔵文化財分布地図上では生産跡として収録されているが、今回の調査では遺

構及び遺物を確認することができなかった。南西に1.5㎞程の範囲には白井谷奥遺跡や鳴神山遺跡など、奈良・

平安時代を主体とした大規模な集落跡が所在するが、ごく周辺は確認されている遺跡が少なく、遺跡として

の内容は不明と言わざるを得ない。

白井谷奥遺跡

　印西市教育委員会による調査は今回が初めてとなるが、千葉県文化財センターによる調査が３地点で行わ

れている。それらの発掘調査によって縄文時代陥し穴５基、弥生時代竪穴住居跡２軒、奈良・平安時代竪穴

住居跡11軒・掘立柱建物跡７棟・方形周溝墓１基・土坑４基・道路状遺構１条、中世地下式坑１基・土坑23

基・道路状遺構１条・溝状遺構６条、近世溝状遺構１条が検出され、縄文時代～近世の遺跡であることが判

明した。

　今回の調査では遺構は検出されなかった。隣接した東側が千葉県文化財センターの鳴神山遺跡第Ⅱ地点と

して平成４年度に調査されているが、やや離れた場所に竪穴住居跡２軒が確認されたのみで、台地東端の遺

構集中地点と比べるとまばらな状況である。これは台地の谷間にあたるためと思われる。

鳴神山遺跡（第３・４地点）

　鳴神山遺跡は、千葉ニュータウン建設事業に伴って周辺の遺跡とともに比較的早くから大規模な発掘調査

が実施されてきた。遺構は230軒を超える弥生時代～奈良・平安時代の竪穴住居跡、奈良・平安時代の掘立

柱建物跡40棟、白井谷奥遺跡から伸びる古代の道路状遺構などを検出し、調査区のほぼ全域で奈良・平安時

代を中心とした集落跡が確認されている。遺物は仏教や祭祀に関わる墨書土器や搬入土器の甕が出土してお

り、特に「弘仁九年九月廿日」の紀年名を記した墨書土器は土器編年研究において重要な資料である。これ

らの成果は、鳴神山遺跡が倭名類聚抄にみえる印旛郡舩穂郷の中心的集落であった可能性を示している。印

西市教育委員会の調査としては過去に第１地点（平成25年度）と第２地点（平成27年度）があり、第１地点

で奈良・平安時代の竪穴住居跡１軒を検出している。

　今回の第３・４地点は、鳴神山遺跡としては南西部に位置する。北西方向に近接する白井谷奥遺跡では、

千葉県文化財センターが平成５・10年度に調査した際、鳴神山遺跡に近接する東側の範囲で中世遺構の集中

地点が確認されており、第３地点で検出した中世の溝状遺構もその一部を形成していた可能性がある。
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前戸遺跡（第４地点）

　前戸遺跡は、千葉県文化財センターによって平成９、10、12、15年度に市道の改良工事に伴う埋蔵文化財

調査が行われている。その際の成果として、古墳時代後葉～奈良・平安時代の竪穴住居跡16軒・掘立柱建物

跡５棟・溝状遺構15条・土坑12基が検出している。集落跡は東側に隣接する東海道遺跡まで及んでおり、前

戸遺跡と同一の集落として捉えられる。印西市教育委員会による発掘調査は３地点にわたって実施している。

第１地点は平成16年度に印西市教育委員会が確認調査を行った際に遺構を確認したことから、印旛郡市文化

財センターに委託をして本調査を行っている。調査の結果、縄文時代陥し穴１基、奈良・平安時代竪穴住居

跡１軒・溝状遺構６条、近世土坑11基・溝状遺構１条が検出した。溝状遺構からは瓦塔片と墨書土器が出土

しており、集落内での仏教関連活動や祭祀行為を示す遺物として注目される。第２地点（平成18年度）では

奈良・平安時代竪穴住居跡３軒・土坑１基・溝状遺構１条・道路状遺構１条、第３地点（平成26年度）では

奈良・平安時代竪穴住居跡１軒・土坑１基を検出した。これらの成果から、台地全域に古墳時代末期から奈

良・平安時代の集落跡が展開することが判明している。

　今回の調査区は奈良・平安時代の土師器・須恵器を僅かに出土するのみで遺構は検出されなかった。しか

し、第１地点北端部で住居跡と溝状遺構が検出されていることから、集落はより北側まで続いているものと

思われる。

迎山遺跡（第２地点）

　迎山遺跡は、平成18年度に調査を行った第１地点では古墳時代前期竪穴住居跡２軒を検出し、古墳時代前

期の集落跡であることが確認されている。

　第１地点から北西に150ｍ程の距離に位置する今回の調査区では30軒もの古墳時代竪穴住居跡を検出し、

大規模な集落跡が台地の縁辺部にまで展開していたことがわかった。また、早期～晩期の縄文土器も多く出

土しており、該期の遺構も分布していたことが想定される。
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写　真　図　版
図版１　�東遺跡（第５地点）調査前風景、１トレンチ（西

から）、２トレンチ（西から）、３トレンチ（西
から）、４トレンチ（西から）、５トレンチ（西
から）、６トレンチ（西から）、７トレンチ（西
から）、８トレンチ（西から）、埋め戻し状況、
荒野前遺跡（第２地点）調査前風景、１トレ
ンチ（東から）、２トレンチ（東から）、３ト
レンチ（東から）、４トレンチ（東から）、５
トレンチ（西から）、６トレンチ（東から）、
大畑遺跡（第５地点）調査前風景

図版２　�１トレンチ（東から）、２トレンチ（東から）、
３トレンチ（東から）、４トレンチ（東から）、
５トレンチ（東から）、６トレンチ（東から）、
７トレンチ（南から）、８トレンチ（南から）、
９トレンチ（南から）、中郷遺跡（第４地点）
調査前風景、１トレンチ（南から）、３トレン
チ（南から）、４トレンチ（南から）、５トレ
ンチ（南から）、６トレンチ（南から）、７ト
レンチ（南から）、８トレンチ（南から）、９
トレンチ（南から）

図版３　�10トレンチ（南から）、11トレンチ（南から）、
12トレンチ（南から）、13トレンチ（南から）、
14トレンチ（南から）、15トレンチ（南から）、
16トレンチ（北から）、17トレンチ（南から）、
18トレンチ（南から）、19トレンチ（南から）、
20トレンチ（北から）、道作古墳群（第２地点）
調査前風景、１トレンチ（南から）、２トレン
チ（南から）、３トレンチ（南から）、４トレ
ンチ（南から）、５トレンチ（南から）、６ト
レンチ（南から）

図版４　�多々羅田遺跡調査前風景、１トレンチ（東か
ら）、２トレンチ（東から）、３トレンチ（北
から）、４トレンチ（西から）、５トレンチ（西
から）、６トレンチ（東から）、７トレンチ（東
から）、８トレンチ（東から）、白井谷奥遺跡
調査前風景、１トレンチ（南西から）、２トレ
ンチ（南西から）、３トレンチ（南西から）、
４トレンチ（南東から）、5トレンチ（南東から）、
6トレンチ（南東から）、7トレンチ（南東から）、
8トレンチ（南東から）

図版５　�鳴神山遺跡（第３地点）調査前風景、１トレン
チ（東から）、２トレンチ（東から）、３トレン
チ（東から）、４トレンチ（東から）、５トレン
チ（東から）、６トレンチ（東から）、鳴神山遺
跡（第４地点）調査前風景、１トレンチ（東か
ら）、２トレンチ（西から）、３トレンチ（東か
ら）、４トレンチ（西から）、５トレンチ（北西
から）、６トレンチ（西から）、前戸遺跡（第４
地点）調査前風景、１トレンチ（北から）、２
トレンチ（南から）、３トレンチ（南から）

図版６　�４トレンチ（南から）、迎山遺跡（第２地点）
調査前風景、作業風景、１トレンチ（南東から）、
２トレンチ（南東から）、３トレンチ（南東か
ら）、４トレンチ（南東から）、５トレンチ（南
東から）、６トレンチ（南東から）、７トレン
チ（南東から）、８トレンチ（南東から）、９
トレンチ（南東から）、10トレンチ（南東から）、
11トレンチ（南東から）、12トレンチ（南東か
ら）、13トレンチ（南東から）、14トレンチ（南
東から）、15トレンチ（南東から）

図版７　�16トレンチ（南東から）、17トレンチ（南東か
ら）、18トレンチ（南東から）、19トレンチ（南
東から）、20トレンチ（南東から）、21トレン
チ（南東から）、22トレンチ（南東から）、23
トレンチ（南東から）、24トレンチ（南東から）、
25トレンチ（南東から）、26トレンチ（南東か
ら）、27トレンチ（南東から）、28トレンチ（南
東から）、29トレンチ（南東から）、30トレン
チ（南東から）31トレンチ（南東から）、32ト
レンチ（南東から）、33トレンチ（南東から）

図版８　�東遺跡（第５地点）出土遺物、荒野前遺跡（第
２地点）出土遺物、大畑遺跡（第５地点）出
土遺物、中郷遺跡（第４地点）出土遺物、多々
羅田遺跡出土遺物、白井谷奥遺跡出土遺物、
鳴神山遺跡（第３地点）出土遺物、鳴神山遺
跡（第４地点）出土遺物

図版９	 迎山遺跡（第２地点）出土遺物（１）
図版10	 迎山遺跡（第２地点）出土遺物（２）





東遺跡（第５地点）調査前風景

東遺跡（第５地点）３トレンチ（西から）

東遺跡（第５地点）６トレンチ（西から）

東遺跡（第５地点）埋め戻し状況

荒野前遺跡（第２地点）２トレンチ（東から）

荒野前遺跡（第２地点）５トレンチ（西から）

東遺跡（第５地点）１トレンチ（西から）

東遺跡（第５地点）４トレンチ（西から）

東遺跡（第５地点）７トレンチ（西から）

荒野前遺跡（第２地点）調査前風景

荒野前遺跡（第２地点）３トレンチ（東から）

荒野前遺跡（第２地点）６トレンチ（東から）

東遺跡（第５地点）２トレンチ（西から）

東遺跡（第５地点）５トレンチ（西から）

東遺跡（第５地点）８トレンチ（西から）

荒野前遺跡（第２地点）１トレンチ（東から）

荒野前遺跡（第２地点）４トレンチ（東から）

大畑遺跡（第５地点）調査前風景

図版1



大畑遺跡（第５地点）１トレンチ（東から）

大畑遺跡（第５地点）４トレンチ（東から）

大畑遺跡（第５地点）７トレンチ（南から）

中郷遺跡（第４地点）調査前風景

中郷遺跡（第４地点）４トレンチ（南から）

中郷遺跡（第４地点）７トレンチ（南から）

大畑遺跡（第５地点）２トレンチ（東から）

大畑遺跡（第５地点）５トレンチ（東から）

大畑遺跡（第５地点）８トレンチ（南から）

中郷遺跡（第４地点）１トレンチ（南から）

中郷遺跡（第４地点）５トレンチ（南から）

中郷遺跡（第４地点）８トレンチ（南から）

大畑遺跡（第５地点）３トレンチ（東から）

大畑遺跡（第５地点）６トレンチ（東から）

大畑遺跡（第５地点）９トレンチ（南から）

中郷遺跡（第４地点）３トレンチ（南から）

中郷遺跡（第４地点）６トレンチ（南から）

中郷遺跡（第４地点）９トレンチ（南から）
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中郷遺跡（第４地点）10トレンチ（南から）

中郷遺跡（第４地点）13トレンチ（南から）

中郷遺跡（第４地点）16トレンチ（北から）

中郷遺跡（第４地点）19トレンチ（南から）

道作古墳群（第２地点）１トレンチ（南から）

道作古墳群（第２地点）４トレンチ（南から）

中郷遺跡（第４地点）11トレンチ（南から）

中郷遺跡（第４地点）14トレンチ（南から）

中郷遺跡（第４地点）17トレンチ（南から）

中郷遺跡（第４地点）20トレンチ（北から）

道作古墳群（第２地点）２トレンチ（南から）

道作古墳群（第２地点）５トレンチ（南から）

中郷遺跡（第４地点）12トレンチ（南から）

中郷遺跡（第４地点）15トレンチ（南から）

中郷遺跡（第４地点）18トレンチ（南から）

道作古墳群（第２地点）調査前風景

道作古墳群（第２地点）３トレンチ（南から）

道作古墳群（第２地点）６トレンチ（南から）

図版3



多々羅田遺跡調査前風景

多々羅田遺跡３トレンチ（北から）

多々羅田遺跡６トレンチ（東から）

白井谷奥遺跡調査前風景

白井谷奥遺跡３トレンチ（南西から）

白井谷奥遺跡6トレンチ（南東から）

多々羅田遺跡１トレンチ（東から）

多々羅田遺跡４トレンチ（西から）

多々羅田遺跡７トレンチ（東から）

白井谷奥遺跡１トレンチ（南西から）

白井谷奥遺跡４トレンチ（南東から）

白井谷奥遺跡7トレンチ（南東から）

多々羅田遺跡２トレンチ（東から）

多々羅田遺跡５トレンチ（西から）

多々羅田遺跡８トレンチ（東から）

白井谷奥遺跡２トレンチ（南西から）

白井谷奥遺跡5トレンチ（南東から）

白井谷奥遺跡8トレンチ（南東から）
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鳴神山遺跡（第３地点）調査前風景

鳴神山遺跡（第３地点）３トレンチ（東から）

鳴神山遺跡（第３地点）６トレンチ（東から）

鳴神山遺跡（第４地点）２トレンチ（西から）

鳴神山遺跡（第４地点）５トレンチ（北西から）

前戸遺跡（第４地点）１トレンチ（北から）

鳴神山遺跡（第３地点）１トレンチ（東から）

鳴神山遺跡（第３地点）４トレンチ（東から）

鳴神山遺跡（第４地点）調査前風景

鳴神山遺跡（第４地点）３トレンチ（東から）

鳴神山遺跡（第４地点）６トレンチ（西から）

前戸遺跡（第４地点）２トレンチ（南から）

鳴神山遺跡（第３地点）２トレンチ（東から）

鳴神山遺跡（第３地点）５トレンチ（東から）

鳴神山遺跡（第４地点）１トレンチ（東から）

鳴神山遺跡（第４地点）４トレンチ（西から）

前戸遺跡（第４地点）調査前風景

前戸遺跡（第４地点）３トレンチ（南から）
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前戸遺跡（第４地点）４トレンチ（南から）

迎山遺跡（第２地点）１トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）４トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）７トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）10トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）13トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）調査前風景

迎山遺跡（第２地点）２トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）５トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）８トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）11トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）14トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）作業風景

迎山遺跡（第２地点）３トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）６トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）９トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）12トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）15トレンチ（南東から）
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迎山遺跡（第２地点）16トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）19トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）22トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）25トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）28トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）31トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）17トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）20トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）23トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）26トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）29トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）32トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）18トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）21トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）24トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）27トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）30トレンチ（南東から）

迎山遺跡（第２地点）33トレンチ（南東から）
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東遺跡（第５地点）出土遺物

荒野前遺跡（第２地点）出土遺物

大畑遺跡（第５地点）出土遺物

中郷遺跡（第４地点）出土遺物

多々羅田遺跡出土遺物 白井谷奥遺跡出土遺物

鳴神山遺跡（第３地点）出土遺物 鳴神山遺跡（第４地点）出土遺物

1

1
2 3 4 5

6

1 2 3

4

1

1
1 2

1 2
3

4

1

2

2 3 4
5 6

図版8



迎山遺跡（第２地点）出土遺物（１）
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迎山遺跡（第２地点）出土遺物（２）
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ふりがな コード ふりがな 北緯
調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 市町村 遺跡 所在地 東経

ひがしいせき（だいごちてん）
東遺跡（第５地点）

122331 09-120 いんざいしひらおかあざひがし1152ばん4、1152ばん5
印西市平岡字東1152番4、1152番5

35°50′01″ 2017年�
4月18日

確認調査�
78㎡�
/752㎡

社会福祉施
設の建設140°10′20″

こうやまえいせき（だい２ちてん）
荒野前遺跡（第２地点）

122331 09-121 いんざいしかまがりあざこうやまえ2003ばん4
印西市鎌苅字荒野前2003番4

35°47′12″ 2017年�
5月9日

確認調査�
103㎡�
/372㎡

個人住宅の
建設140°11′59″

おおはたいせき（だい５ちてん）
大畑遺跡（第５地点） 122331 09-122 いんざいしおおもりあざもりうち1970ばん1

印西市大森字森内1970番1

35°49′53″
2017年�
7月6日

確認調査�
39㎡�
/319㎡

個人住宅の
建設

140°08′22″

なかごういせき（だい４ちてん）
中郷遺跡（第４地点） 122331 09-123

いんざいしまつざきあざなかごう492、496、497、506ばん2のい
ちぶ
印西市松崎字中郷492、496、497、506番2の一部

35°46′37″ 2017年�
8月21日～�
8月24日

確認調査�
166㎡�

/2112.05㎡

認可外保育
所の建設

140°08′08″

どうさくこふんぐん（だい２ちてん）
道作古墳群（第２地点） 122331 09-124

いんざいしひらおかあざくりやまだに1676ばん1、
こばやしあざむつがむら2892ばん4のかくいちぶ
印西市平岡字栗山谷1676番1、小林字六ヶ村2892番4の各一部

35°49′37″
2017年�
11月9日

確認調査�
39㎡�

/264.12㎡

農業用倉庫
の建築

140°10′31″

たたらだいせき
多々羅田遺跡 122331 09-125 いんざいしふなおあざわりち1467ばん1のいちぶ

印西市船尾字割地1467番1の一部

35°47′43″
2017年�
12月6日

確認調査�
56.5㎡�
/350.71㎡

個人住宅の
建設

140°07′44″

しろいたにおくいせき
白井谷奥遺跡 122331 09-126 いんざいしとかみあざみやのこし1070ばん1

印西市戸神字宮ノ越1070番1

35°47′32″
2017年�
12月13日

確認調査�
42.5㎡�
/341㎡

個人住宅の
建設

140°07′01″

なるかみやまいせき（だい３ちてん）
鳴神山遺跡（第３地点）

122331 09-127
いんざいしとかみあざてんのう629ばん2、631ばん14
印西市戸神字天王629番2、631番14

35°47′25″ 2018年�
1月15日

確認調査�
43.5㎡�
/330㎡

個人住宅の
建設140°07′01″

なるかみやまいせき（だい４ちてん）
鳴神山遺跡（第４地点） 122331 09-128

いんざいしとかみあざきたのうち1045ばん3
印西市戸神字北ノ内1045番3

35°47′26″ 2018年�
1月31日

確認調査�
41㎡�
/375㎡

個人住宅の
建設140°06′58″

まえといせき（だい４ちてん）
前戸遺跡（第４地点） 122331 09-129

いんざいしまつざきあざまえと866ばん2、869ばん、878ばん、
879ばん1、879ばん2
印西市松崎字前戸866番2、869番、878番、879番1、879番2

35°46′48″ 2018年�
2月8日

確認調査�
25㎡�
/180㎡

個人住宅の
建設140°08′18″

むかいやまいせき（だい２ちてん）
迎山遺跡（第２地点）

122331 09-130
いんざいしおおもりあざむかいやま
印西市大森字迎山

35°49′30″ 2018年
2月13日～
2月28日

確認調査
648㎡/
5065.02㎡

太陽光発電
施設の敷設

140°08′08″

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

ひがしいせき（だいごちてん）
東遺跡（第５地点）

包蔵地�
集落跡

旧石器、縄文、古墳、奈良・平安
時代、中近世

古墳時代竪穴住居跡３軒、奈良・平安
時代土坑13基、中近世土坑７基・溝状
遺構１条

縄文時代土錘・磨石、古墳時代土師器、奈良・
平安時代土師器・須恵器・砥石、中近世陶磁器、
近世カワラケ

なし

こうやまえいせき（だい２ちてん）
荒野前遺跡（第２地点）

包蔵地�
散布地

旧石器、縄文、弥生時代 なし 縄文土器 なし

おおはたいせき（だい５ちてん）
大畑遺跡（第５地点）

集落跡 縄文、古墳、奈良・平安時代、中
近世 なし 縄文土器、奈良・平安時代土師器、中世陶磁器、

近世擂鉢 なし

なかごういせき（だい４ちてん）
中郷遺跡（第４地点）

包蔵地�
集落跡 古墳時代、中近世 古墳時代竪穴住居跡３軒・土坑６基、

中近世溝状遺構２条
古墳時代土師器、奈良・平安時代土師器・須恵
器・砥石、中世土師器、中近世陶磁器 なし

どうさくこふんぐん（だい２ちてん）
道作古墳群（第２地点）

包蔵地�
集落跡�
古墳

旧石器～奈良・平安時代 なし なし なし

たたらだいせき
多々羅田遺跡 生産遺跡 奈良・平安時代、中世 なし 奈良・平安時代土師器、中世須恵器、中近世陶

磁器 なし

しろいたにおくいせき
白井谷奥遺跡 包蔵地 奈良・平安時代、中近世 なし 縄文土器、奈良・平安時代土師器・須恵器、中

近世陶磁器 なし

なるかみやまいせき（だい３ちてん）
鳴神山遺跡（第３地点）

包蔵地�
集落跡 旧石器、奈良・平安時代 奈良・平安時代竪穴住居跡１軒、中近

世溝状遺構１条 奈良・平安時代土師器・須恵器、鉄製品 なし

なるかみやまいせき（だい４ちてん）
鳴神山遺跡（第４地点）

包蔵地�
集落跡 旧石器、奈良・平安時代 なし 奈良・平安時代土師器・須恵器・土製品 なし

まえといせき（だい４ちてん）
前戸遺跡（第４地点）

包蔵地�
集落跡 縄文、奈良・平安時代 なし 奈良・平安時代土師器 なし

むかいやまいせき（だい２ちてん）
迎山遺跡（第２地点） 包蔵地 縄文、古墳時代 縄文時代土坑３基、古墳時代竪穴住居

跡30軒・土坑55基・溝状遺構２条
縄文土器、古墳時代土師器・須恵器・土製品・
石製品 なし
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